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「
留
学
生
三
〇
万
人
計
画
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

外
国
人
留
学
生
の
出
身
国
・
地
域
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
の
平
成
二
十
五
年
度
外
国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
五

年
五
月
一
日
時
点
の
留
学
生
数
十
三
万
五
千
五
百
十
九
人
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
十
二
万
四
千
五
百
四
十
二
人

で
九
一
�
九
％
、
ア
ジ
ア
の
中
で
も
中
国
が
八
万
千
八
百
八
十
四
人
、
韓
国
が
一
万
五
千
三
百
四
人
で
、
留
学
生
の
約
六
〇

％
が
中
国
か
ら
、
約
一
〇
％
強
が
韓
国
か
ら
来
て
お
り
、
留
学
生
の
出
身
国
に
大
き
な
偏
り
が
あ
る
。

「
留
学
生
三
〇
万
人
計
画
」
は
「
日
本
を
世
界
に
よ
り
開
か
れ
た
国
と
し
、
ア
ジ
ア
、
世
界
の
間
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
、
情
報
の
流
れ
を
拡
大
す
る
『
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
』
を
展
開
す
る
一
環
と
し
て
」
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
か

か
る
趣
旨
に
鑑
み
れ
ば
、
今
後
発
展
可
能
性
が
高
い
ア
フ
リ
カ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
等
を
中
心
に
も
っ
と
広
く
バ
ラ
ン
ス
良

く
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

�

文
科
省
は
平
成
二
十
六
年
度
予
算
に
お
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
ア
フ
リ
カ
等
の
九
地
域
を
、
日
本
へ
の
留
学
促
進
重
点

地
域
と
し
て
指
定
し
、
留
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
ど
こ
に
何
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
た
の
か
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
人
材
が
な
っ
て
い
る
の
か
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
具
体

一



的
に
ど
の
よ
う
な
促
進
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

�

三
〇
万
人
と
い
う
全
体
の
目
標
人
数
を
掲
げ
る
だ
け
で
な
く
、
重
点
地
域
別
の
細
分
化
し
た
目
標
人
数
も
設
定
す
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

二

外
国
人
留
学
生
の
入
国
管
理
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
二
月
十
九
日
の
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
下
村
博
文
大
臣
は
「
法
務
省
と
連
携
し
て
、
留
学
生
の
受
け
入

れ
拡
大
に
伴
う
審
査
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
」
旨
の
答
弁
を
し
た
が
、
法
務
省
は
、
外
国
人
留
学
生
の
審
査
体
制
を
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
か
、
ま
た
は
変
更
す
る
つ
も
り
な
の
か
。

三

外
国
人
留
学
生
の
生
活
環
境
に
つ
い
て

�

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
付
日
経
新
聞
夕
刊
に
よ
る
と
、
日
本
学
生
支
援
機
構
が
国
費
奨
学
金
を
振
り
込
む
際
に
使

用
す
る
の
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
あ
る
と
こ
ろ
、
外
国
為
替
法
の
関
係
上
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
は
来
日
六
か
月
未
満
は
海
外

と
の
送
受
金
が
で
き
ず
、
留
学
生
が
奨
学
金
受
け
取
り
の
た
め
に
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
口
座
を
開
い
て
も
、
自
国
の
親
か
ら

の
仕
送
り
を
同
口
座
で
受
け
取
れ
ず
極
め
て
不
便
で
あ
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
お
い
て
海
外
の
相
手

先
確
認
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
が
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
実
質
的
な
株
主
で
あ
る
政
府
は
、

二



ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
対
し
て
速
や
か
に
整
備
を
進
め
る
よ
う
促
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
ま
た
は
、
日
本
学
生
支
援

機
構
の
監
督
官
庁
で
あ
る
文
科
省
が
、
同
機
構
に
対
し
て
、
来
日
六
か
月
未
満
で
も
海
外
と
の
送
受
金
が
可
能
な
メ
ガ
バ

ン
ク
等
を
奨
学
金
受
け
取
り
口
座
に
す
る
な
ど
の
措
置
を
と
る
よ
う
促
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

�

同
じ
く
、
右
記
日
経
新
聞
夕
刊
に
よ
る
と
、
外
国
人
が
受
診
し
や
す
い
多
言
語
対
応
の
医
療
機
関
が
少
な
く
、
留
学
生

に
と
っ
て
極
め
て
不
便
で
あ
る
と
の
こ
と
。
国
家
戦
略
特
区
と
し
て
外
国
人
医
師
に
よ
る
診
療
解
禁
が
予
定
さ
れ
て
い
る

東
京
で
は
今
後
外
国
人
留
学
生
が
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が
増
え
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
が

多
い
地
方
都
市
に
お
い
て
も
、
外
国
人
留
学
生
の
生
活
環
境
改
善
の
た
め
、
多
言
語
対
応
の
医
療
機
関
の
整
備
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
か
。

右
質
問
す
る
。

三


